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再 任 所 感

筍 日新

本,志に新 任 所 感 を 書 い てn年 か鮮 ち、二の た ひ 再任 所

感r,・寄 廿る こ と にな っ た 、か ぐ記Lたr):'、 今 日 亡,
』ttて 同 じ運 命 かfahいcい る と思)関 門1㍉ 」ノ1たさ才1

る度 に 、 人こき な ノJv){足しを うけ て勇 なtを計上Lて「♪欠v)t忙学ド

を 歩 き始 め る.二 と に な った と 感 じ るv)で あ る、,こ れ

ま でお寄 ぜ ドさ った皆 様Jiの 御 好 意 に 衷心 か ら感謝 して

い る1.副 学 長 と し(御 尽 ノ」戴 い た小野 寺 、 石tt,吉 岡教

授 には特 に御 礼 申 しLけ た い∩

この頃 、 大学 を囲 む 景 観び)なか で 、 ひ とつ ハ γキ リ と

気 の つ くこ とは 、 か ぐ らお か」疸りや環 ノ阪一 号糸泉や1ニュー

ダ ウ ン人llOT,か ら登 りに な る豊 岡 か ぐら線 に沿,ご 一植

え られ た プ ラ タナ スや ホ フ ラや 松 の並 木 か、 よ く成長 し

て 立派r,を 見せ るよ)に な ・)たこ とrあ る 、街 路 に沿

って 整列 す る木 々の 眺 め は 、 人閤 が 自然 に加 え た意志 の

表 才っ才/とし一(』i直を子1く者0)'巳・を手丁ザリ,23ノ ∫rτfGり月]士也1二展

開 されて い る医 大の建 築 群 も同 し く感 銘 を さそ),12年

が けて整 え られた 美r;眺 め で あ る。 ・っ 残念 なの は キ

ャ ンパ スの植 樹 や 緑化 が まだ成 功 して い な い こ とで あd,

これ には理 山の あ るこ と では あ る か、 緑 がrヒ団 地 の 並 木

が完 成 して い るの だ か ら 、努 力す れば い ボれ 美 しい緑 を

・Rして くれ るで あ ろ う,、計画 の 当初 か ら北 東の ・角 を 大

学 の 森 と名付 け ぐ きて い る。 彰い私達 の10周 年。己念 の 続

きと して垣 沿 い に植 えた 黒松 と ナナ カマ ドは 上 と排 水 の

「夫に よ って根 付 いて くれ た よ うで あ る,、

昭 和54年 第1回 卒業 生 を送 り出 して か ら本r,-il.の第7回

まで 全部 で659名 の 医学 十 がu:に 出 た 。 今 度 の7[」 」生

た ちは学 生定 数120名 の最 初 の クラ スで あ る、,f1"く先 々

で よ い評 判 を耳 にす る度 に 喜び を禁 じ得 ない。 大学 か揺

か ぬ実 力を備 え るの は 卒二業 生 の 活動 に よ るの で あ る。20

年経 っ と卒 業生 の なか か ら母校 の教 授 か 生 れ る と前 に述

へ た か、 もつ と 早 く ても{ujも イζ思 、i義は ないfl,r代 の ア ン

示 か 変 れ ば な お さ らで あ る「 今 、医 師過 剰 問 題 に虻手応L

て㌧1諺硅=建三委女を新占4♪し!う と い)4≒1刊 ノノkトカ・うi:,匹1時され て

し、,」カこ、 桑ムjtび)`芦季交ぴ)よ)な 、 、髪ナ…率 業1彗{v)・レし、人=ド1∫:匿乙

は 、 こ.'Lば ら くは優 秀 なYY:ii=多.(送 りli'rし(層 を

厚 くdる 、二と も 考 えて お かね ば な る まい と思)、,二 れ に

は 同時1、'特別 の 努力 を し、各教 室 と し ぐも、k';'とLて

も 、新 力 な活 動 の場 を広 く学 内 外 に用意4る 二とか必 要

C'あ ろ)と 思 気、

大学 人試 につ い て 、教 育臨 「1周の 答 申 、国 大協 の 協,糟}:

に よ.,て2…3年 の うち に大 きな変 更 か加 え られ る様 ∫

で あ るか 、本 学 で は 年 々い くつ か0)改 良 を加 えて現 在 箸

しい 不都laflはない 筈で それ よC現 行fj式 を踏 襲Lて 行 く

こ と にな ろ),,

中央研 究 組 織委 員 会が 担 当1'る 動 物 実 験 施設 、実験 実

習 機 器 セ ンタ・.は予 算措 置施 設 とな り、 それ ぞ れ歴 代 の

施 設 長 、セ ン5'・ 長 の す ぐれた運 営 によ っ τ学 内 共 同部

門 と[、 ⊂大 き な成 功 を収 め て い る、.1同じ構 想 で よ く

学 長 里
ノ 、、 、 田

日 目 新 〉ぐll新

人学(f云=亭)

禾乃

イ占「llされ て い るRI伊 「究施lr1～とは 狂ノ三「」∫:1人llrl腎ll'{でセ ン タ・

長 を お願 いL`い るRIは た学 の 規椥 ▼レ り制 限 」よ・～1

か あ る よ)'ξ 、 イて掌 で はDNA組 瞥実験 施設 とRl施 設

と を組 合ゼ た 審斤1.い 施 設 と し(f算 措 置 を求 冨)てい る と

二ろ であ る「

臨床diiC°も講座 の 研 究 、病 院 の 診 療 は 専門fヒが進 む は

か りで あ る そ れ ぞれ の教 室 川 」身者は そv)韓 門1矢に な る1

一ん 一線 の 医療 を担 当 して い る市 内 開 業医 師 は次 第 に高

令化 が進 む の に 、 な か なか後 継 者が 児っ か らな い 、自 分

の子f共 が医 師 で あ ・っぐ壷,卑門 医 を孝旨1向Lて い る か ら6あ

ると い われ る「 患 著f則の 厚門L匁'旨lr】[は別 に して 、fi:iに

は家 庭 医 が ほ しいの に、医 帥 を育 成tる 大学1よ 顛門医 ば

カ・り送 りrll81して い る。 た学 は この 間是皇にと う答 えた らよ

いの か こ ね まで 他 人 二との よ うに扱 われ(い た が 、 そ

ろ そ ろ医 育機 関 と して も廿 応 しな け れ ばな らない と思 わ

れ る「政 府 行 政 び)施策 は か りか 先 行Lて よ い もので あ ろ

うか、 わ れ われ に も考 を求 め られ て い ると思).も)一

つ 地域 医 療 関連 で 、北 海 道地 域 医 療 振興 財 団 が結 成 され

tう と して い る、,本学 もそ の運 営 の 一端 を 荷 うこ と に な

ろ うが 、教 室 単位 の関 与 だ け でな く友学 と して の対 応組

績セカ ピ・要 と な る と考 え られ る、

石ナf究1二[司士覚1よな し・、,1玉1上尭t諺 ・一♪了ぐも・「HVIfヒロキイ1♂)IEIF祭

協 力が 二れ か ら ま一1まd頻 繁 に な って くるt'(塾 もIEl

際 共同 研 究 を進 め る教 室 が い くつ も泣 る、 しか し実地 診

療 をふ よ えた研 究 に な る と医 帥国 際 免ulh必1要 に な る.

卒二f憂厚ド弓医教 「自び)1玉IF祭fヒ、 こ とに発展 」全t二1玉iの要6青 にと

う応 じる か、,これ も再 検 討課 題 で あ る、,

以E当 面 す る問 題 の2・-3を 挙 け てみ た∩ 行 革、歳 出

抑 制 、超 緊縮t'算 のfトが続 いて い るの で、何 処 まで実 現

で きるの か わ か ら ない,し か し将 来 計画 委員 会 は理 想 と

」見実 と両 階を踏 ま えCい な く ぐは な らない わ け ひあ る、,

二」)6Fヨ 、1alR)「昌貫ま,ピオー ス1・リ ノρ」)ドr>1フ イ ン1こ

滞/1.Lた 自18世 紀 末か ら19世 紀 中 葉の ウ イー/}二:rhFの 医

学 医療 に おけ る 貢献 に つ いて 、 沢IIIの 塩'史rl勺遺rllr,1を、 《く
'幽,'l/lの資 料館 や医 学博 物 館 で 目の 当 り にLて 感銘 を)け

た トイツ語 をψ由と し(若 民 族 を統 合Lカ ヨー ロ ノハ宗

捌 司び)華麗 さと それ が崩 壊Lた あ と もな お 迄化 の 荷いf

と1.ご あ る今の ウ イー ンのfム統 の 力 ≠感bたrl旭 川 は や

・,と開 基95年 を迎 えよ うと して い るL 、 本学 は1用P3∫=12fト

に過 ぎない。 しか し研 究 や 技術 の 先端 部 、II常 生fiiのLF

均 しヘ ルで は 左差 は な いの で あ る 私達 の/:;:が ト古 の

都 び)k'rと 「司 じfム統 を1誇れ る の はF!,itrの価:代で1‡ない が 、

数 々の1矢学Eの 偉 八を輩1申ILた ウ イー ン大学医 学 部 に も

創 ・ン=10年の時 は あ 一、た 筈 であ る と思 い 、 人学 入 と 〔.ぐの

光栄 と責任 と を改 めて 反 省 した の ひま 、た

再f壬1こ当 ・ヂ(、f;rt・ 魚交、島IJ]晶1」'噛」∴⊥吏⊂ノ「♪征II京tff三を計}、皆

様 とと も に、 た学ioo年 α)なか の 与 え られ た期 問 を努 め

あ けた い と覚 悟 を新 た に して い る と 二ろtあ 子



h
就任 にあたって

副学長 石 橋 宏
蜘

昭和60年7月1日 付で教育研究および厚生補導担当の

副学長を拝命しました。早速、かぐらおかの編集委員長

笹森教授から就任の辞を書くように言われましたが、ま

だ就任から1ヵ 月も経っていませんし、副学長の業務を

無我夢中で行なう日日を過ごしているので立派な抱負な

どは書けそうもありません。

自分がその立場になりますと、前任のF田 教授、小野

寺教授、石井教授の御苦労がよく判り、改めて敬意を表

すると同時に私自身色々な委員会のメンバーであった時

にもう少し積極的に協力すべきであったと後悔してViる

次第です。

本学には開学時から現在に至るまでに初代山田学長、

二代目黒田学長、初代下田副学長、二代目小野寺副学長、

吉岡副学長、三代目石井副学長によって敷かれた立派な

レールがあり、私もその 肚を走ることに何等不安はあり

ません。 しかし開学以来12年 が経過 しているので、この

レールの周囲を補強する必要があるようにも考えられま

す。そのためには教職員各位の強力な御協力を俊たなけ

ればなりません。よろしく御願い申しトげます。

大分前のことですが、或る殺人事件の鑑定人証人とし

て法廷に呼ばれたことがあります。そこで弁護十から突

然人間の骨は幾個あるかと質問されました。約200個 と

答えればよかったので しょうが、その時の私は論文を書

くように正確に答えなければと考えました。すなわち、

頭蓋骨を1個 とするか、前頭骨1個 、頭頂骨2個 と数 え

るぺきか、耳小骨も入れるのか、また軟骨にっいてはど

う答えればよいかなどを真面目に考え一瞬答えに窮した

ことがありました。こ・でまごっけば、答えられなけれ

ば次の質問に移りますと矢継 ぎ早に質問を浴せてくるで

しょう。この弁護士のペースにはまれば証人の頭の中は

混乱 してしまいます。 しかも証人は裁判長の許可がなけ

れば法廷内で勝手に発言できないので精神状態は益々悪

化 して行きます。弁護士の意図するところは、人体の基

本となる骨の数を直 ぐ答えられない医師に高度な死因論

が展開できないであろうと言 う所謂法廷戦術の一つでし

ようが、このような戸惑いは法廷では理解 して貰えない

ようです。

また、時によってはプラス・マイナスという証言に対

して、はっきりさせて下さいという我々からみれば暴言

とも言うべきことが強制 されることがあります。法律を

学んだ人でもプラス・マイナスを知らない訳はないので

しょうが一 このように正しい裁判を行なうことを目的

とした法廷 という小さな社会の中においても、裁判官、

検察官、弁護人という立場の違 う人達の間では、自分の

目的のためには意図的に相手を陥れても、相手の精神を

撹乱 させても構わないという考え方があるように思われ

奇異な感じを抱かせます。

それに比ぺて、医科大学とい う社会にはこのような考

え方は存在 しません。医学は基礎医学であっても臨床医

学であっても底では一本にっながっています。どのよう

な立場であっても、その日的は一・つで疾病を治 し健康を

保持する点にしぼられます。研究の結果は公表 され、こ

れを他の人が利用する時も利潤追求の企業のようにパテ

ント料を支払ったり、企業秘密ということもありません。

この姿勢が科学本来の正 しい軌道だと信 じています。

医学の軌道も政治的なもの、戦略的なものに左右されず

正しい軌道を永遠に歩んで欲しいと願わずにはいられま

せん。従って、大学人の間に意見の衝突があったとして

も、それは医学をより発展 させようとする純粋な考え方

がその基盤になっている訳で個々の利益のためではない

と考 えています。職務を遂行するに当って医学のためと

いう根本理念を持ち続けて行 く積 りでおります。

本学の今後の問題としては、開学以来12年 を経過した

現在、カリキュラムの見直 しを行なう必要があるのでは

ないかということが最も重要な課題でありましよう。ま

た、在籍学生増加による実習、臨床実習グループの編成、

共通第 ・次試験に伴 う休講対策、非常勤講師採用、大学

院カリキュラムの一部手直 し、CAI装 置のソフ ト開発等

色々と対応 しなければならない問題 を抱えております。

国の緊縮財政が今後も続 くことが予想されるので教職

員各位の御協力と忌悼のない御叱正をお願いいたします。

最後に学生諸君に一言のべさせて貰います。学生大会

による要望書については夏休明けに夫々関係委員の教官

から回答がなされたことwい ますが、学生教育に関す

る要望の中には学生諸君の甘えが潜在しているように感

じます。大学は自分で勉強する場でありますから、自己

学習の習慣を養って6年 間を進んで欲しいと願います。

本学卒業生の医師国家試験の成績は常に全国の トップク

ラスにあります。これは諸君の先輩が自ら勉学 した結果

であることを胆に銘 じて欲しいと思います。
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偶 感

副学長 鮫 島 夏 樹
驚「 ㌔

'F均寿命が延びるにつれて、国民死亡に占める所謂老

人病(癌 、心血管疾患、脳血管障害など)の 比率が7割

を越えるようになった、,こうした高令者社会を反映 して

大学病院でも老人の入院患者の比率が増加 して来ているD

・般に老人は呼吸 ・循環器系その他に潜在的障害を有 し

ていることが多いために嘗っては無理であった外科手術

も、老人外科の進歩によって今Hで は余り年令を顧慮せ

ずに盛んに行なわれるようになった。手術々後の合併症

の一っに持から成書には精神障害が記載 されているが、

実際には稀で余り遭遇 しないか、或は軽微で気付かれな

いことが多いものであったが、70才以上の手術症例が増

加するにつれて、手術前後の療養期間中に急速に こぼけ

現象ζが目凱つようになったり、術後に精神障害を顕わ

して来る患者を多く見るようになった、,これらは例えば

下肢の動豚閉塞症状を訴えて来るような特に動豚硬化の

強い老人にしばしばみられることであるが、この様な老

人では術前後の看理として局所病変の手術治療のみでな

く、心理而の治療として外科医と患者の間の言葉による

交流の重要性が更めて痛感される。医療の対象が単に疾

患ではなく病人であり、身心両面に亘る適切な治療が必

要であることの卑近な例であろう、,

外科治療の対象は局所的疾患であり、手術によってそ

の病変をとり去れば疾患が治るという原則に成 り航つ医

療分野の ・つ として発達 して来た,,19世 紀中葉以後、麻

酔や輸血 ・輸液などによるショッグの治療、抗生物質な

どによる感染防止などの口覚ましい進歩のお陰で予術手

技は技術的に殆ど行きついた感があり、病変部の除去の

みでなく従来治療不可能であった枢要臓器の疾患ですら
こ臓器移植

ミで対処出来るようになった。外科領域以外

でも最近注目を集めて来たものに ミ体外受精こがありr

供 を持たない夫婦にとって朗報であろう。また診断技術

の進歩は胎児の腫瘍や奇形、あるいはダウン症候群など

の ミ出生前の診脈 をある程度可能にし、医師は予めこ

れらに対応出来るようになった。バイオテクノロジーの

発達はすでに医薬Onnなど医療への貢献がなされっ ・あり、
こ遺伝子組み替え実験ミも他の生物分野での応用が行わ

れ人類がそれによる産業面での利益も見込まれるように

なった。外科の夜明けとなったリステリズムが今からわ

ずか百年程前の出来事であったことを考えると、これら

医学、生物学F:の 進歩のスピードに驚かざるを得ない。

問題はこれらが凡て人類にとって画期的に新らしい事柄

であるが故に、人類に対する将来に亘る真の価値を考え

ねばならぬということであろう。 こ医の倫理壽がとくに

我が国でやかましく論議されるようになったのは、こう

した科学的(物 質主義的)な 医学の進歩と本来の人間の

ありノ∫との関係 をはっきりさせねばならないからであろ

う。

人間が益々長寿になり、物質的な環境が豊かになって

来ても人間の精神はそれに比例 して豊かになるわけでは

ないn医 学の進歩による新しい薬剤や治療法の開発も

マxメ ディアによってセンセイショナルにとりあげられ、

ミ健康}を 追い求める一般大衆をますます物質主義的にす

る。物質的豊かさが幸福の尺度のような一般の風潮であ

るように、 ミ健康こに対する見方も同様で単に身体的に

疾患のないことが ミ健康こと考えられ、身心バランスの

とれた日常の生活を目指すよりも薬か医療技術の進歩で

ご健康こが維持 されると考えるようになる
。人間は本来

こ肉体的精神的存在
寺であるはずなのが、医師も一般の

人々も精神的面への配慮が疎かになっている傾向がある。

わが国では最近ますます臨床医学各分野 に亘って専門

医制度がとられるようになり、専門化、細々分化の傾向

が強い。それはそれなりに医療の進歩の必然の帰趨では

あろうが、反面細分化が進み、高度な医療機器や技術が

駆使 されればされる程、医師はつい疾患だけしか見ず病

人がおきざりにされる傾向におちいり易い,,医 学は科学

の一分野であるが、他の科学と異 る点は医学の味践であ

る医療の対象は物(疾 患)で はなく病人であることであ

ろう。人学病院は地域の医療センターとしての義務と卒

前 ・卒後教育や専門医学教育などの医育機関としての義

務をもっているが、また医学研究の応用の場でもあり、

専門化された最先端の医療の場であるからこそ、ことさ

らにか・る認識が必要であるとIIIV・われる。

このたび病院長就任にあたり大学病院のあり方を考え

ながら思いついたことをのぺた、,

n



r-一

禁 煙

久 保 良 彦

7年 ほど前から一念発起してタバコを断っている。そ

の表立った理由は、日頃禁煙 を強要しなければならない

患者が少なくなく、患者に禁煙を強いながらのうの うと

タバコを享楽 している自分にだんだん後ろめたさが感じ

られてきたことと、家庭内での弧立化であった。しかし、

打ち明けた話、時に左の胸が絞めっけられる感じがあっ

たり、運動時息切れを覚えるようになり、アンギーナか、

はたまた重症な肺気腫かなどといった強迫観念に捉われ、

命根性に目覚めたというのが内実の理由であった。お陰

で集中心のコントロールを失って、 ・層ぼんやりとなり、

体重がIOkgも 増 えて妙な貫禄がっいた。また、二日酔の

主症状や舌のざらつきが主として飲酒中の喫煙に原因す

るものであることが分った。驚いたことにあれほど香し

く美味に感じられたタバコの煙が年と共に真に耐え難い

ものとなり、禁煙席を探す有様で、まるで奇妙な変質で

ある。ところで患者に対 しては、浮薄な人間の悲 しさで、

以前にも増して厳 しくかつ冷酷に禁煙を命 じ、禁煙が実
よ3じ

行できない患者あるいは守れない患者には黄泉路を急ぐ

患者と露骨な侮蔑と密やかな冷笑を浴びせる鼻持ちなら

ない高慢な医者となった。それにしても日頃取扱ってい

る患者に何とタバコ依存症が多いことだろう。しかも、

かれらの原疾患ないし合併病変が喫煙と密接な関わりを

もっているものばかりである。いわく、動脈硬化症(動

脈瘤 ・閉塞性動脈硬化症一脳動脈 ・冠動脈 ・腎動脈 ・下

肢動脈)、 バージャー病、肺癌、食道癌などなど、これ

らの うち、20才 ないし30才台と比較的若年で発病するバ

ージャー病を除いて、いずれも高齢で男性患者がr倒 的

である。それらのことごとくが30年、40年 あるいは50年

といった長い喫煙歴を持っタバコ依存症である。かれら

の多くは多少共高血圧、心不全あるいは腎不全の傾向が

あり、ボケ易い。少 しの運動負荷で喘ぎ、しきりに咳込

みながらもタバコを吸い続けるのである。その肺は一様

にタールで汚れ、海綿のようにボソボソと弾力性を失っ

ている。このようにほとんどが長い喫煙歴という共通す

るリスクファクターを抱え、しかも心臓 ・血管系と呼吸

器系いずれにも極め甕 きの変化を来 している恵者なので

ある。近年の老齢化社会の傾向は高齢患者の著しい増加

となって示され、外科領域でも否応なくその対応に迫ら

れている。そして高齢者の目安も65才以上から70才以上、

さらには75才 以上と年を遂 ってせりrげ られ、それは一

方では治療水準の向上とそれに伴う手術適応の拡大を裏

付けるが、他方、高齢者の外科治療が一層難 しくなるこ

と を示 唆 して い る、、 と りわ け長 期 闇 の喫 煙 に よっ て極 限

に近 い変化 を来 した呼 吸 ・循 環 器 系 に発 生 す る合 併 症 の

対策 が最 重 要課 題 で あ る。 タバ コ依 存症 に み られ るこの

よ うな弊害 の 多 くは決 して短 時 間 に現 わ れ る もの で は な

く、実 に長 年 月の 蓄 積 によ って成 り立 つ も ので あ るこ と

は い うまで も ない。 皮 肉 な見方 をす れば 、 タバ コ依存 症

例 は 巳 を実験 対 象 と して営 々 と タ バ コ に起 因す る疾 患の

発病 実 験 をお こな って い るよ うな も ので 、大 袈 裟 にい う

と、 ま さ に世 を挙 げ て壮 大 な規模 の 生体 実 験 が お こな わ

れ て い る こ と にな る。 幸 か 不幸 か平 均 寿 命 の延 長 は この

実験 成 績 を大 巾 に増 巾 ・修 飾 し一 層 極立 っ た もの に しつ

つ あ るよ うに思 わ れ る。 最近 、米 国 医 師会 雑 誌 に掲載 さ

れ た論 文(WPollin,RTRevenholt:Tobaccoaddi-

ctionandtobaccomortality.Implicationsfordeath

certificationJAMA252(20):2849-2854,1985)で 世

界保 健 機構 の 国際 疾 病 分 類現 行 版(第 九回 改 訂 、1978年)

に喫 煙 の 嗜 癖性 を認 め 、 「タバ コ使 用 に よ る障害 ・タバ

コ依 存」(305.1)と い う診断 区 分 が設 け られて い るこ と

を初 め て知 った。 その 著者 は各 患 者 の生 涯 喫 煙歴 を明確

に し、 タバ コの影 響 を死 亡 診断 書 に明 記す る こ とを ルー

チ ン化 す る な ら人 口動 態統 計 の向 トや疫 学 、 公衆 衛 生 に

大 い に役 立 つ だ ろ うと結論 して い る。

ちな み に、 「タバ コ依 存症 」 と は 、1ヵ 月以 上 に わた

り タバ コ を使 用 し、 かつ 下記 の いず れか に該 当 す る者 で 、

1.常 用 す る タバ コの 量 を有意 に減 らそ うと し、 あ る い

は 止 め よ うと試 み て失 敗 す る。

2.タ バ コ離 脱症 状 がで る。

3。 貢大 な タバ コ関 連 の 身体 的 障 害 の ある 人 が タバ コの

有害 な作 用 を自覚 して い るに か か わ らず止 あ る こと が

で きな い場 合。 「精神 障 害 の 診 断 ・統 計 マ ニ ュ アル第

3版 」(DSM一 皿、 アメ リカ精神 医学 会 、1980年)

な ど とな って い る よ うで あ る。

(外 科 学 第一 講座 助 教 授)
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卒 業 生 の 動 向

第79回 医師国家試験に、本学から114名(第7回 卒業

生113名)受 験、109名合格、(昭和60年5月15日 付 け厚生

省発表)合 格率95.6%で 全国国公私立大学では12位 の成

績であった。

卒業生の勤務(連 絡)先 は次のとおり。

(学生課)

伸

利

直

芳

知

広

幸

直

延

和

規

美

聰

勇

達

環

晃

正

秀

英

達

清

幹

利

保

真

..一
寛

一
清

勝

和

広

悦

幸

坂

倉

田

岡

色

原

潟

田

見

田

内

沢

藤

関

田

端

川

川

司

山

藤

野

上

藤

田

原

田

橋

畑

上

井

本

中

村

田

山

井

野

波

羽

詰

場

川

浦

原

倉

岡

赤

朝

池

石

泉

一
ヒ

内

太

大

岡

長

小

加

金

川

川

菊

黒

郡

腰

齊

境

坂

佐

柴

菅

高

高

高

田

武

竹

田

田

寺

遠

中

中

南

丹

橋

馬

早

松

松

変

宗

之

久

篤

透

人

学

豊

之

明

規

靖

忍

彦

樹

幸

昭

弘

則
治
美
隆
樹

明

子

和

明

理3一

四 夏

明

薫

仁

善

隆

義

彦

人

朗

聡

広

勤 務(連

旭川医大第 ・外科

筑波大学胸部外科

旭川咲大第二外科

旭川医大小児科

旭川医大脳神経外科

旭川医大第一外科

群馬大学医学部第一一内科

旭川医大産婦人科

旭川医大第三内科

旭川医大小児科

北海道勤医協

旭川医大第一・内科

横浜市立大学医学部

北海道勤医協

旭川医大耳鼻咽喉科

旭川医大第二外科

旭川医大産婦人科

北海道勤医協

自治医科大学

北海道勤医協

旭川医大小児科

旭川医大小児科

旭川医大眼科

東大医科学研究所内科

北海道勤医協

東大医学部整形外科

旭川医大麻酔科

旭川医大皮膚科

沖縄南部徳洲会病院

北大医学部第一内科

旭川医大精神科

北大医学部小児科

王子生協病院

旭川医大第三内科

横浜市立大学医学部

札幌医大第一内科

奈良県1;医 大小児科

北大医学部整形外科

札幌医大麻酔科

旭川医大麻酔科

旭川医大脳神経外科

旭川医大第二内科

旭川医大産婦人科

国立札幌病院

群馬大学医学部神経内科

旭川医大整形外科

旭川医大精神科
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二
憲

聡

花

宏

次

博

行

絵

.

.
良

昌

直

之

聡

男

宏

貴

司

世

隆

博

.
一
志

弘

司

滋

仁

和

夫

文

子

彦

治

樹

隆
之

子

弘

司

明

治

司

介

幸

明

也

尚

人

浩

一
子

年

美

之

保

哉

理

裕

雅

結

泰

英

和

信

百

裕

信

弘

良

良

勲

昌

清

栄

英

昭

裕

孝

好

博

久

広

康

和

裕

富

寛

宗

宏

恵

雅

勝

典

悦

桂

大

正

泰

哲

岳

公

隆

信

弘

昌

福

達

沼

田

口

口
崎

田

田

村

平

葉

嵐

井

川

葉

田

山

本

嶋

名

村

須

池

林

村

井

藤

藤

藤

戸

石
梨

橋

畑

田

石
中

島

島

本

川

野

山

堀

原

合

坂

川

嶋

田

田

口

田
藤

上

十

谷

桝

保

山

山

山

吉

吉

吉

赤

秋

東

五

石

市

稲

太

大

岡

川

川

木

黒

小

小

小

酒

佐
佐

佐

七

仙

高
高

高

武

舘

出

寺

飛

鳥

中

長

中

新

西

練

野

長

林

林

福

増

松

溝

峯

武

村

茂手木 甲寿夫

矢

柳

山
横

吉

渡

渡

沢

谷

村

山

田

邉

部

和

仁

浩

裕

俊

昭

和

人
志

然

司

明

仁

巨

旭川医大産婦人科

旭川医大整形外科

旭川医大泌尿器科

旭川医大第一内科

旭川医大第一内科

旭川医大整形外科

北大医学部第一・内科

東京医科歯科大学第二内科

旭川医大小児科

旭川医大第一内科

旭川医大第一外科

旭川医大眼科

旭川医大第.・内科

旭川医大耳鼻咽喉科

旭川医大第二外科

旭川医大眼科

旭川医大第三内科

旭川医大第一内科

旭川医大第一内科

東京Sc7一医科人学胸部外科

旭川医大第一内科

東京女子医大脳神経センター脳神経外科

南東北脳神経外科病院

旭川医大皮膚科

北大医学部麻酔科
旭川医大第 ・内科

大阪府保健所

旭川医大精神科

旭川医大生化学第一

札幌医大麻酔科

北大医学部小児科

旭川医人麻酔科

旭川医大第一内科

札幌医大麻酔科

北海道旭川保健所

東大医学部耳鼻咽喉科

札幌医大第一外科

干葉大学医学部第二内科

旭川医大耳鼻咽喉科

大宮赤十字病院内科

旭川医大泌尿器科

旭川医大泌尿器科

札幌徳洲会病院外科

旭川医大第 ・外科

旭川医大第二内科

旭川医大精神科

旭川医大耳鼻咽喉科

旭川医大精神科

静岡県立子供痛院

旭川医大第一=外科

北海道勤医協

旭川医大麻酔科

旭川医大精神科

北大医学部第二外科

茨城県庁衛生部保健予防課

旭川医大生化学第 二

弘前大学医学部泌尿器科

金沢大医学部第一・外科

大阪大医学部第一内科

旭川医大耳鼻咽喉科

茅ケ崎徳洲会病院
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力」`.,IL二〔♪llIIIif.!r,'ン ■一 一、2:=(～}il:3iIIイ こ1、1「fiメ、」巳`冥†勿ユ.こ[測.(

び)ir1》 を ズ ト/、 ン ヂ ヤ ー・、 でli「、}=III川 敷 で ▽)1)il夜 祭 ρご・幕 有

「flけ/レ ・.・ 舟IL{1;昌月ilし/〕61115}1[i、if,fll日:':よ 日央[由「会・、

体 育1'14企[山r、;よ り:、じ(1ン7.ル 、 人 間.「r¢}r.～ ア)f也 新: .

し」f?phjも てjr十i[ .、 ま た 薪莫揚 軌ilカ ・f#'.々f曽 リロー」.るL斗1、L'ti'7:展

≠,;rti/3授rl'IIび)1(}を1汝1 -iゲ メく劣:らL!,・ ・lr!1ち ノ済ら 才し!㌧

舟ILL「}∫1～こx,糸 勺 ・1.50([名,/戸 δ方才1屠寧で兄J))',:二 薪¥を・ドfjLノ トニ

じ'詐'仁 、:果1

胴
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ロ ぱ ロ け ア メ ど ど ズ ば ア ズ ド ほ リ サ ロ に メ メ

ぱ医大祭を振 鮭返 ⇒'て∵
5年 浅 岡 隆 浩

雲丘年一6月 に1珪Fl裾 さ 才1る1"人 こ4':j、今、向こち婁女々J)1f∵ 難:二 三費

」禺 し な か らt,、 と)や ら,無`葬 に 糸千え る二 と か で き ま した

そ こ で1今1口1の 人 学 祭 を振 り 」厘 り 、 そ しノ}1報告 を・した い と

」ど、L、ま三.d.

律～IU`IH～匹ミ人こ宵{を 言1[由IJる;'ウ 〃「ニー♪て メ<'」モ祭'妻II委 壬`f∫ミ

ぐ1は 、1ド}∫:弓モみ 〆1な ノブ ドf察 と な ・ズ(iiilる 人こ'11ノ=b)」v)'疫王見

を 【け旨L、1り 移1プ)㍉ 耀三IJ'人ニド;∫79Av)d>[山1♂)発 案 力・ら湧ミ
'
」k、',{右包;ニ カ・カ・'〕・,'ぐ、 人ご詐劣{カ・監≒{∴4∵;∫」しノ)男皆と な る 、;=

うにL:、 摩曇f蔚を」筐飼プ(参 り よ し 丈二.

今 川(ノ)テ ー♂をゴ喪りヒす る の に あ た ・ノて も 、 全'馳 に テ・一

マ を 算 り 、78も び)1,ii,が あ ・,r.二iか ら 、 さ ら に+:rに ア

ン ケ ー トを し て 決 め る と し、う今 ま で層に な い ノノ浸…を・と り ま

し た 、、そ し.て選 ば れ た の が1が ん は れ 、 ま っ か な トマ ト

!IDifネ三(ノ 、・'ノノ、)カ ・5〕、ヒr二♪ごノケ三・L}1'(="ヨ,.若 二々 し、<'ζP元

㌦丸1よ涛・る 力言、 イ衣軒レ巳・力言弓蚕 く ド1・ン∵ξ・き な し・王見fLt(ノ)r者 ・を 象

f致L.'(し 、る カ・しノ)」こ)な 乙〉「rlk7)ラ ー.・了幽(=・オ.

ま た 今1呵 、1企1曲 計 画 潜 」 な る も(ノ)を 作 り 、 た 々rl勺に

乍∵デr>rら 盃≧i由】Khゼ ♪/二と 二 ろ 、60も び)多 案唖多 季策な 企 画 力`

集 ま り ま し た.そ の 中 昧 の.良[.,悪 し は 別 と してfi」、 こ れ

た け の 企 画 か 川 た 二と は 「学 †.みhな か 創 る 尺学 祭 」 へ

7

と ・歩 近 つ い た と[.、え る で・Lよ う

メく学 祭T)第ll{[1は 「f反装.ズ トヘ ンチ ャ ー レ ー ス1に

な台 ま り ま した.買 博勿公[老11こ 来.ぐ い る.・ 般 市'1.受を 巻・きi△ む・

二の 企 画 は 買 物 公 固 を 大 ハ ニ ノ ク に 陥 れ な が ら も 、 医k

祭 の 宣 伝 に ・役 買 一、て い ま し た...

そ の11免の 前 夜:祭 は 、 今・年 初 め て 加1右喬 ド(1)可 川 敷 で・行 わ

れ ま した .'噛孟祭 び)火 気「†=やilil人】1几1大「=芦対'jiiう 一 ム な ど 、

企 画 の 内 容 は 充 実 して い た の で す か 、 低 温 と 強 風 と い)

�<1想4)ノ¥{/':て 「・寸参1.磐た る あ り さ ま で・した.

ヂr・・'C泥タ」才}'一ノ'ζ2[IEilよrA∫=人 三1二,陛き重Fオ/、 ノ、,十く一 ・ニノ人こ∫ミ・

と'』1∫:II'.k,)t/1:」))「亜.重カニでカ;f崔 さ 才t、 」璽 重rll∫唱‡3fr'f≡7う ・系澗り1、

⊂・li:i到rl勺な 彊1さ を・兄{1、f憂 ・月券を 罫中1二 し ま した,

・舟安玄こlntl日に1オ 人1転与L!)r行」忌び)方 々 〔ほL/
1.と』IJ'・」己ll'了と

生1力 訪 れ 大盛 で兄、r1い ケ`一 ト を く ぐ る と 巨 メくな'じ哨蔵か

lLi`」王見 、 こ れ;x各'1;」r向『 二雀兆i戴 ド1ノくを・1　1」き ・・.)けて 、活題 を・ll乎〆Lだ

5向 こ外三1塾呈f乍もり:よ を,ljこ て『・L.r:

過 去 最 釧0グ1し 一 フ の 展 示 が あ 一ノた 医 学 展 、 ア レ1レ ギ

ー の 検 査 を 取 り 人 れ た5年 牛 .、 模 型 を 作 っ て ビ ジ ュ ーア ル

な 展 示 を し た ヒ トの 発 生 の3年 生 と 寄 生 虫 の1年 生 、 医

療 研 ♂)血 圧 測1定 な と 、 視 覚 に言斥え る ・もの や 実 際 に体 馬寅で・

き る 医 学 展 が 市 民 の 方 々 に 好 評 で した1二1展 示 の 内 容 も 市

隔乏馨.て「・3.カ=
、 冠…才しを よ り∫1使角峯して幽.嚢,`,才,』う と1馳 る一L.メこカ・つ＼

後 の 医 学 展 に も 求 め ら れ ろ.二 と で しkう 〔1

年 々増 え 続 け 今 年 も29の 出1苫 の あ っ た 模 擬 店 、 競 争 の

激 し(な る 中 、 や は り 独 創 性 の あ る 正苫 が 客 を集 め た よ う

で し た で も 毎 年 「悪 とーい 商 売 は や め ろ..」 との 苦 情 の

電 話 が 大 掌 の 方 に 来 ろ と の 話 も … …1=1

ツ ニノブ ・ サ ー7ル 及 ひ 個 人 ♂)託1画:ま 今・年.審斤企1由1か 増 え
、

活 気r・ 見 せ る ヵ の よ)に 習、わ れ まLた か 、 雨 で 中 止 の 企

画 力 も.た り 、 華 備 不 足.r.』何 も 出 来d二 に つ ぶ れ た 企画 が

涛,た り 、 崔見'客を 動 員 で き.ボ にi」1～果 を 発'軍 で・き な か ・.,た

り で＼ 婁女々 誰、・フZ=謡}斤百㌃画;よ 車斤辛斤な π イ ー戸「1ア1二も フう・カ・a`一、

‡、 ㍉'ン 払 リしノ).大'層;∴祭 に 衆斤厘しを 巻…き 起 、二 弓.まて=に二!.#.今

冒.功 付llでLた
.LかL、 ノ戸r頑 張 れ な か 一 た 新 企 画 の

へ達 、 二れ に め け ず に 来 年 も ま た 挑 戦 して ド さ い

二 う し.て 、Lノ シ リ 企 画 の つ ま ・ た4日 間 も 嵐 の!=・)

に 」尚 き'ノこっ て い き まLた.早 ∫、い 起 こ せ に仁;irlび)辛 刀め 、k

fξ誉r起 テ1;委tlを 鰭二占う.よ)とLて 毛人を・`書評♪て3人 し ノウ・鼻ご/

ら な カ・り 六二日、～…1.二fi、 イ泣ユ『 に 今・可之び)医aYl,よ'爽 王見で・き る ・`,

♂)か と,途 方 に 暮 れ た も の'ξ 』Lた 、、 そ れ か ら 毎li、 数 人(ノ,

1中Ilfl、レ'ロ」'ロ而 し.帝差け 、 事斤ド1そ其月に 人 ・,て 委≡`ミもf前 し・、 よ)純 ・

く仕 事 か 軌 道 に 乗 っ た の が4月 の 末 、 そ の 後 は 目 も 回 る

/.う な忙 し.さ で 、 連 日 深 夜 ま で の 準 備 α)中 、 今 回 の 第]l

Ir11医 大 祭 の 開 催 に 漕 ぎ'著 け た1/の で』した 豆

毎 年6月 に 開 催 さ れ る 医 た 祭 、 来fltと,な る か け 全 く

の 未 知1で す なlfな ら 、"r祭 を 創 る の は 実 行 ・委 員 で は

な く 、 学 生 ・人 ・人 の 力 で あ り 、 そ れ い か ん に よ 一・て は

医 ノく祭 が.よ り す ば ら しい も の に.も な り得15だ ろ う し 、 逆

に医 メく祭 力 ∫ く な る こ と も あ り 得・る の で・す カ・ら … …

来 年 二 そ は 大脱 皮Lた い も の で1あ る.

第lll口1医 大 祭 手'行 委 員 会 委11長
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第32回 北 海道 地 区 大学 体 育 大 会は 、北 海 道教 育大 学 函

館 分校 がq播 校 とな り 、7月1311か ら15[1(・ 部6flか

ら8【Dび)311pq、 令道43単 位 大学 か ら4.300名 が 参加

し函館 ・札 幌 の 各 会場 で 熱戦 を繰 り広 け た。

本学 か らは15種fll70名 が 参加L、 準 破 式野 球3位 、
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宇 都宮 市 を中心 に 各競 技 か行 われ た 、、

本掌 か らは 、20種 目に377名 か 参 加L、 バ レ ホ ・ ∫し

部 が7年 ぶ りに優 勝 を勝 ちと り、 陸i二競技 部 は3連 覇 を
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■ 英 語 ■ 平 野 日出征

「英語1は 、,般 教 育 学 科 目v)・ 一『)として 、 本学 設 置

と同1畔に設 け られ 、北.大よ り講 師 と1.て 戸 松 良 ・が 、 外

国 人教 師 と し.てシ ョイス ・E・ → 月 カ リが発 令 され た.、

昭 和52年10目 、 戸松 講 師 の 後任 とLて 、県bン:新潟 女r・短

左よ り'PT7が 赴任 し、、現 存 に 至 ・,てい る、,外国 人教 師 は、

オ イカワの 後 、D.M.フ リ ン ト、A.J.グ レ ン ヴ ィル そL.

C、,LA.り1ン リ・ と引 き継 か れ て 、現/1:に 至 一,てい る.1

・ナ ン リー教 自11」は 、 日本v)郭 〔育 に〆♪いて興u未 を.もち、 そ

の 制度 と実 際 の運 用1二つ い て 、 ビ デ → カ メラ などIIキ代 の

先端 を ゆ く機 器 を駆 使 し..ご、活 発 に資料 収 集 を行 な っ ぐ

お・り、 その 成 果 が イギ リ スの11本 理1解 の ・且力とな れ ば と

念 じて い る.ワ ノ、 平野 は 、 「言 語 の 音構 造 の 普逓 的 特

1'Lv),L口月」 とい うヅ.・マ て＼ 莫1譜、 卓ll魚羊ll吾、}{tiiiiiを そ

のx・ltと して研 究 を行 って い る..言 語学 の 一1そ野 は巨くく

Lか.も 多 くの隣 接 領 域 を持..)て お り 、狭 い領 域 に の みLj

を向 け.こい ては 、 と思 いっ'っ も、 生 来 の怠 惰 の ゆ え か、

研'究領 」或 をf広げ られ ない で い る1=1

教 育 而 で:よ、 一、=学 年の 英1hPC]を担 当 し、30名 を一 ケ

ラ1,とLて 、 ・学 年で は 、英 語 聴 解 能 ノ」を 、=学 年 で は、

英語 言売角早能 力をLと して 言川糸東、1司上 さ.せる こ とを1捗 票に

言再義 を行.2て い る.耳 恵解㍉;川1用 の テ ー 一ブf乍b比力{矧緋勿てト、

毎年頭 を悩 ま して い る。 その た めLL準 備 室 には 、 英、i吾

学 習 用う 一フ を 多 く拍ilえて い るの で 活 用 してほ しい、、

我 々の ・寒語 論文 に 目 を通 して い ただ けるの で 、少L6

.も.英気σ)誤 りか 防 げ る と1司時 に よい.英文 を学 べ る点 てトリ

ンリー教 師t.大 い に貴 重 な 存 在で あ 鳳 、

(英 語 助 教 授)

■ ドイ ツ 語 ■ 丸 子 基 夫
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ぜf/,.:!ト'イ ツ 語 教j;¢iた らh、 とLた が 、 」答 は 飯 σ)た め6』

あ る.だ が 同 時 に 英語 高 校 教tlの 免 状 も と れ た1ノ 、 独ainn

教 師 の 務 め 口 が な か ・・♪た の で 私 は ま づ 高 校 ・_/の 英 語

教 員 と な り 、 教 え な か ら 英 作 文 の 勉 強 を し 、生 徒 に1ア.

ネ シー ワ ル ッ1な ど教 爵 も1..た 、、 私 は 思 索 型 ・体 系 愛rl勺

志 向 で な く 、 実 用 誘吾学 を 好 み 、 外 国 語 をMusikの よ')

に 憶 え た が る 人 闇 で あ る.,.だ か ら デ カ ル トや ニ ー ・チ.r.を

専 ら 人 生 の 教 師 とLて 言売む こ とL.か で きず 、 ・時 熱lllし

た マ ル ケ ス 仁義 も 問 も な ・く人.楽貞求婿斉 史 の ひ と ・つ と な ・.プぐ

し よ っ た 私 は 鼻 音 や 喉 音rの 連 な り で あ る フ ラ ンx語

斉・f午1言売し'(1勾f本ll勺'「央 感 に5、 け る ・方 、 向】度 欧 州信吾方英(1)纂

本 的iii推 移 の 勉 強 を さ ば る と い う 大 失 策 を 犯 し た 、、 要

司 る に 独 ・fム ・英 語 が 別 々 に 多少 は 書 け て 少 し1よ ふ町ゼ る

と い うだ け だ か ら 、 ど れ のcpacialisteで も な く 常 に

amateurに と ど ま り 、a】SObinichnarhWIPvor

einLekt・rdesallRemeinenliildungskurses(従.・

9



て今後 とも昔のように一般教養課程の譜学教師である)。

ただ60間 近でやっと、同僚の論理学者○先生に接触 した

おかげで言語現象の哲学的神秘さに関心を深めつつある。

例 えば白は色の ・種から人名にも天文方位にもなり、か

つ純潔 ・無実のシンボルたると共に 「敵意のないこと」

から 「白々しさ」、それどころか近代では 「反革命」の

意までもつ、という変化に驚嘆 している此頃である。

(ドイツ語 教授)
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田 晃二

夏の盛りになりました。夏休みになって学生達はホッ

とするかもしれませんが、教育に携わっている私たちも

ホッとします。不謹慎かもしれませんが、あの授業と臨

床実習から解放される喜びは何事にもかえられません,

小児科では子供たちも休みになって検査のためなどに外

米を受診したり人院 してきたりするため、診療について

はかえって忙 しくなったりするものの、研究なり書き物

などを進めるのに格好の機会なのです。

学生や生徒の夏休みはさておき、新聞によれば、今年

は大 ・中企業の7割 が3日 以上の夏休みを取るとのこと。

口本人は働 きすぎといわれてきましたが、ようやく少 し

ずつ休むということに意義を求められるようになってき

た現われとか、それでも緒外国には比べ物にならないと

か報道されています。5年 前に英国に滞在 した時、やは

り.・般の人々の最大の関心事はSummerHolidayを ど

のように過すかということで、クリスマスが過ぎるとも

うその計画に著手しておりました。私のいた研究室でも

責任者であるDirectorが1週 間,他 の人々は2週 間の

休みを交代に取っておりました。確かにHolidayを め

ざして働いているといっても過言ではないようなところ

も見受けられました。我が家もお相伴に預かって2週 間

ヨーロッパへのバス旅行を楽 しんだのでした。

小児科では、7、8年 前から伝統的 に続いていること

ですが、有給休暇などを利用 して7月 から8月 にかけて

3週 間の間に交代で1週 間ずつの夏休みを取ることにし

ています。この休みの期間が適当かどうかの判断は難 し

io

いところですが、さきの新聞報道からみてもかなり妥当

な線 と考えられます。この休みの利用法については、多

分妻帯者ではもっぱら家庭サービスに使われると想像さ

れ、独身者では遅い青春を楽 しんでいるかのようです。

ともかく大多数が1年 でもっとも楽 しい休暇と受けとっ

ていることは確かです。

英国で日本人から聞いた譜ですが、遅くまで残って仕

事をしていたら、ボスなる人に、"研 究者には考える時

間も必要だから"と か言われたそうです。しかし、そう

言ったボスなる人は遅くまで残っていたそうですし、中堅の

医者達は忙 しく働いて!Jり ました。一・方、研究室でのテ

クニシャン達の仕事振りをみると、朝9時 に仕事を始め

て10時 半にTeatime、11時 から12時 半まで働いて昼休

み、午後1時 半から3時 までやってまたTeatime、3

峙半から働いて5峙 に帰宅 といったペースでした。休む

時間は長くなることはあっても規くなることはまずあり

ません。それでも、人員に余裕があるためでしょうか毎

日結構な仕事量をこなすのには感心しました。日本で大

r.さんの仕事振 りをみてるとまさに同様で、きちんきち

んと休みをとりながら、手際良く仕事をすすめます。家

が建つという「1に見えた仕事のためで、他の労働の仕方

も同様なのかも知れませんし、大企業の考える労働管理

なるものはもっと厳 しいものなのかも知れません。

仕事の能率を考えると、休むということは絶対に必要

なのだと思います。単に暑いから休むというのではなく、

夏休みをとることによってそれが次の働 く意欲につなが

れば人いに結構なことですし、学生はなにか意義あるこ

とに費やして次の学期あるいは人生への糧としているこ

とと思います。私のようにやらなければならないことに

追われてばかりいると、"普 段やるぺき時にやってない

から休めない"の ではないかというジレンマにも陥って、

なんとか"休 むぺき時に休めるように"頑 張って仕事を

しようと思 うのです。

.(小 児科 講師)
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